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小学校理科における飼育小屋の教育的活用に関する考察
A Study on the Educational Utilization of a Pet House in 
Elementary School Science
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全体 ４年 ５年 ６年
飼育小屋を使った授業を受けたことが
あるか















































全体 ４年 ５年 ６年
小学校入学からここまで、飼育小屋
で動物と触れ合ったことはあるか
249（69.4） 94（69.6） 75（66.4） 80（72.1）
今年の４月からここまで、飼育小屋
で動物と触れ合ったことがあるか











かわいい 73（54.1） かわいい 60（53.1） 臭い 56（50.5）
臭い 52（38.5） 臭い 55（48.7） かわいい 50（45.0）
動物がいる 37（27.4） 動物がいる 41（36.3） 動物がいる 38（34.2）
楽しい 10（7.4） 汚い 11（9.7） 汚い 22（19.8）




























究論叢 第３部 芸術・体育・教育・心理 59．181
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一致しておりイメージはあまり変わらないこ
とがわかった。しかし、学年が上がるにつれ
て「臭い」や「汚い」といったマイナスイメー
ジをもつ児童が増える傾向があった。
４．おわりに
　教員の多くは飼育小屋を活用していたが、
飼育小屋を利用した教育の必要性を感じ、関
心をもっているのは半数程度であった。児童
が動物と関わるうえで大切なことは、動物を
大切にする気持ち、他のものを思いやる気持
ちであると考える。この動物愛護の気持ちは、
動物だけではなく日常生活における友達との
かかわり方にもつながると考えられる。そう
したことから考えると、指導的立場にある教
員は活用するに当たりその必要性を認識した
上で活用する必要があると考える。しかし、
調査結果から、飼育小屋の必要性を認識せず
に生活や理科などの授業実践をする教員は少
なくはないことがわかった。したがって、そ
の必要性や利用方法などを把握するための教
員研修等を充実させていく必要があると考え
られる。
　小学校に入学してから飼育小屋に行ったこ
とがないと答える児童も少なくなく、クラス
によって差があることが窺えた。担任教員に
よって差が生じることなく、飼育小屋が有効
活用されることが望まれる。現在、飼育小屋
は理科や図画工作での利用が見られるが、生
活を主として低学年での利用が中心となって
いる。飼育小屋に対する児童の学年進行によ
るイメージの変化を考えると、低学年からの
有効活用が望ましいと考えられる。しかし、
高学年での活用の激減とイメージの現状を考
えると、高学年で実践可能な学習内容の開発
等を行い、活用を促す方法の検討も必要と考
